
 - 1 - 

会 議 録 

 

１ 会議名 

令和２年度第５回谷浜・桑取区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  【報告事項】 

   ・高住多目的研修センターの廃止について 

   ・くわどり湯ったり村の今後の営業について 

３ 開催日時 

令和２年１１月８日（日）午後１時３０分から午後１時５７分 

４ 開催場所 

上越市立谷浜・桑取地区公民館 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 坪田 剛（会長）、金森幸雄（副会長）佐藤寿美子、佐藤峰生、 

田村 隆、寺島和枝、荷屋和夫、平野コトミ、水嶌豊秋、横田正美 

（欠席者２名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小池係長、 

霜越会計年度任用職員 

農村振興課：栗和田課長、廣田副課長 

施設経営管理室：竹下室長、髙島主事 

８ 発言の内容 

【中村センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【坪田会長】 
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 ・挨拶 

 ・会議録の確認：佐藤峰生委員に依頼 

  議題【報告事項】「高住多目的研修センターの廃止について」担当課へ説明を求める。

【農村振興課：栗和田課長】 

 ・挨拶 

・資料№１「高住多目的研修センターの廃止について」に基づき説明 

【坪田会長】 

  説明に対し、質疑を求める。 

【水嶌委員】 

  私も当センターを管理している谷浜地区南部協和会の役員をやっているので経過は分

かっているが、みすみす朽ち果てさせるのはもったいないと思っている。南部地区にと

っては大事な施設なので、企業に譲渡したり、利活用したりしてほしい。これが無くな

ると地域が過疎になっていくような気がするので、よろしくお願いしたい。 

【農村振興課：栗和田課長】 

  施設の利活用については、猟友会や谷浜土地改良区の事務所にどうかと提案したが、

施設の規模や場所等を含めて利活用にいたらなかったというのが現状である。今ほどご

意見をいただいたとおり、旧高住小学校跡地であり、大事な施設なので、何か活用方法

はないかと関係者と話を進めており、施設の活用方策があれば検討していきたいと思う。

ただ、いつまでも今のままにしておくわけにいかないので、市としても民間活用も含め

た可能性を調査する中で、なかなか見込めないとなれば除却を早めにしたいと思ってい

る。今回、全市的に公の施設の再配置計画を策定しているので、除却に関しては危険度

等を考慮しながら、順番をつけて行っていき、使用しないとしてもすぐに除却というわ

けにはいかないことを理解していただきたい。できるだけ利活用を含めて、今後どうす

るか検討していきたいと思う。 

【坪田会長】 

  他に質疑等を求めるがないため終了とする。 

【農村振興課：廣田副課長】 

 ・「中山間地域棚田米販売戦略セミナーについて」の開催を報告 

― 農村振興課 退室 ― 

【施設経営管理室：竹下室長】 
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 ・挨拶 

 ・資料№２「くわどり湯ったり村の営業日の変更について」に基づき説明 

今冬におけるコロナの影響だが、平成２９年度～令和元年度の３か年平均を比較した

内容で説明する。 

９月の状況は、３か年平均宿泊が１９３人であったが、今年は１２６人で、例年の  

約６５％となっている。日帰り温浴についても３か年平均が２，２９４人に対し、今年

は１，７０７人で例年の約７４％となっている。 

このことから、今後もコロナの影響で利用者数が伸びない傾向が見受けられると考え

ている。また、冬における利用者数の減少の件だが、例えば４～６月までの３か月、ま

た７～９月までの３か月の３か年平均が宿泊で８１３人である。例年１～３月は４２３

人で４月～９月に対して約５２％と宿泊者数の減少が見受けられる。 

また、日帰り温浴についても４～６月、７月～９月の３か月平均が７，６６０人に対

し、１～３月の３か月平均が５，４４０人で、毎年冬期間になると日帰り温浴も約７１％

に減少している。 

次に、曜日ごとの日帰り温浴の利用者数だが、平成２９年～令和元年の平均で、平日

の３か年平均は、平日１日あたり４０人である。それと比較して、土曜日は８３人、日

曜日は１２０人、祝日、年末年始は１２２人で、土曜日が約２倍、日曜、祝祭日で約３

倍の利用があるため、平日を休みにさせていただき、土曜、日曜、祝祭日で盛り上げて

いきたいと考えている。 

また、今冬において１０月～３月まで通常営業した場合と、平日休館した場合の収支

予測を比較すると、平日休館したほうが、経常損益ベースで約３００万円の改善が見込

める。 

新聞報道でもあったとおり、春まで全館休館という案もあったが、それでは地元の皆

様、また利用者に対するサービスが全くなくなってしまうということもあり、指定管理

者とも十分協議し、平日は休館するが土・日曜日、祝日は営業することとした。 

【坪田会長】 

  説明に対し、質疑を求めるがなし。 

― 施設経営管理室 退室 ― 

次に、「その他」について事務局へ説明を求める。 

【小池係長】 
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 ・次回協議会の事務局案：１２月４日（金） 

【坪田会長】 

  ― 日程調整 ― 

 ・次回協議会：１２月４日（金）午後６時３０分から 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp１

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp

